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発育発達期における女子の運動、スポーツ離れに関する基礎研究

―女子が進んで取り組むためには何が必要なのか？―

 

 
春日 晃章

中野 貴博 小栗 和雄  

 
抄 録

本研究は、発育発達期の女子児童・生徒が運動遊び、運動、体育、スポーツ場面においていかなる要因に

深く嫌悪感を示すのか、および男女の考え方の違いを明らかにすることを目的として調査を行った。本研究

の対象者は、公立の小・中学校に通学している小学校 1 年生から中学校 3 年生までの女子 444 名、および大

学に在学する大学生男子 112 名、女子 98 名であった。 
運動、体育、スポーツが嫌いになる女子児童・生徒にとっていかなる点が原因となるのかについて、その

視点を抽出するため、女子大学生に対する事前インタビューを実施し、女子大学生の調査結果に因子分析を

適用し、10 の構成要素（家庭環境、集団心理、ファッション・見た目、運動能力、非運動系指向、月経、低

身体活動、第 3 者視線、勝負・評価、規律強要）からなる 41 項目のアンケートを作成し、小学 1 年生から

中学 3 年生女子児童・生徒に対して調査を実施し、加齢に伴う横断的心理変化を分析した。 
分析の結果、嫌悪感を抱く理由となる要因について男女で思いの大きさに関して相違が多くあった。また、

年齢段階が上がるにつれて、運動・スポーツ離れの要因となる構成要素も変化し、低学年ほど、運動が得意

か否か、体育授業が好きか否かに起因しているが、加齢と共に他人からの評価や集団心理などが強い要因に

なることが示唆された。また、いずれの年齢段階にも共通して家庭環境、仲間や異性からの視線、過度な動

きの評価、衣類の汚れや乱れに関する要因に対して嫌悪感を抱き、運動・スポーツ離れに繋がる可能性が示

唆された。 
 
キーワード：体育嫌い，女子生徒，運動・スポーツ離れ
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Factors affecting girls' interest in exercise and sports during the growth 
and developmental period 

― What is necessary for girls to work on ahead? ― 

 
 

Kosho Kasuga * 
Takahiro Nakano ** Kazuo Oguri *** 

Abstract 

The objective of this study is to investigate the factors that influence girl students’ interest in 
exercise, play, physical education and sports during the growth and developmental period. In addition, 
we attempt to disclose their gender difference． 

The subjects of this study were 444 female students, ranging from elementary school first graders to 
junior high school third graders, and 210 university students (112 male, 98 female). We conducted 
preliminary interviews with female university students to determine the primary factors influencing 
girl students’ dislike of exercise, physical education and sports. We applied factor analysis to the 
responses to the survey and created a questionnaire of 41 items investigating 10 constituent factors 
(home environment, mass psychology, fashion/appearance, motor ability, intention of non-exercise, 
menses, low activity, others’ gaze, bout/evaluation, and extortion of discipline). We analyzed transversal 
psychological changes associated with aging of female students. 

Statistical analysis of survey results demonstrated gender differences regarding the magnitude of 
the thought as to the factors which are the reasons for dislike. In addition, the constituent factors 
causing lack of interest in exercise and sports changed with age. Among younger girls, motor ability and 
preference for physical education played a stronger role. However, evaluation by other people and mass 
psychology became stronger factors with age. Commonly, in all age groups, it was found that girl 
students may feel a lack of interest in exercise and sports due to the home environment, others’ gaze, 
excess of evaluation, and the dirt and disorder of clothes associated with physical activity. 

 
Key Words：P.E. dislike,girls students,lack of interest in exercise and sports, 
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．はじめに

文部科学省、スポーツ庁による全国体力・運動能力、

運動習慣等調査によると、男子に比べ圧倒的に女子の

運動、スポーツ習慣が加齢に伴って減少しており、中

学生期では女子の4人に1人（25%）が一週間に合計

60分以下（1日8分程度）の運動時間と二極化傾向も

著しい。このままでは益々、我が国の女子の運動、ス

ポーツ離れは加速して進行すると考えられるため、何

とかその予防に努めなければならないが、これまで女

子のみをターゲットとした詳細な調査は行われていな

い。男子に比べて女子独特の身体的、精神的変化が発

育発達期にはあると共に、女子に特化した意識や嗜好

変化などがあると考えられる。 

．目的

本研究は、児童期から中学生期までの女子を対象に

運動遊び、運動、スポーツおよび体育授業に関する興

味や関心の意識および嫌悪感の加齢変化と個人差拡大

状況を横断的に分析することを主たる目的とする。 
加えて、男子と女子の意識の違いを検証することで、

女子に特化した特性を明らかにすることを試みる。 

．方法 

． ．対象

本研究の対象者は、G県内の公立の小中学校に通学

している小学校 1 年生から中学校 3 年生までの女子

444名（小学校1年生：42名、小学校2年生：27名、

小学校3年生：40名、小学校4年生40名、小学校5
年生42名、小学校6年生：46名、中学校1年生：64
名、中学校2年生：61名、中学校3年生：82名）、お

よびG大学に在学する大学生男子112名、女子98名

であった。 

． ．調査方法及び内容

運動・スポーツ、体育が嫌いになる女子児童・生徒

にとっていかなる点が原因となるのかについて、その

視点を抽出するため、女子大学生に対する事前インタ

ビューを実施し、先行研究と合わせて、9要素（身体、

学校、家庭、地域、気候、友達、異性、価値観、興味）

からなる、運動・スポーツおよび体育授業が嫌いにな

る要因に関する 48 項目のアンケートを作成し、女子

大学生にこれまでの自身の経験をもとに嫌いになるポ

イントについて5段階で評価させた。また、女子と男

子の意識の違いを明らかにするため、男子大学生にも

女子が嫌いになるポイントの予測をさせ評価させた。

女子大学生の調査結果に因子分析を適用し、10の構成

因子（家庭環境、集団心理、ファッション・見た目、

運動能力、非運動系指向、月経、低身体活動、第3者

視線、勝負・評価、規律強要）からなる 41 項目のア

ンケートに絞った。 
次に、小学1年生から中学3年生女子児童・生徒に

対して 41 項目のアンケート調査を実施し、加齢に伴

う横断的心理変化を分析した。 

． ．解析方法

女子の運動・スポーツおよび体育授業に対する意識

に関して、男女の考え方の違いを検討するため、男子

大学生群と女子大学生群に分類し、t-検定を適用し、

効果量（d）を算出した。 
女子の運動・スポーツおよび体育授業に対する意識

や嗜好の加齢に伴う変化を検討するためは各調査項目

における5段階評価の学年別平均値と学年間の相関係

数を算出した。また、運動・スポーツおよび体育授業

に対する意識の構成要素を比較検討するため、小学1
～2年（低学年期）、小学3～6年（中高学年期）、中学

1～3年（中学生期）の年齢段階別に因子分析法を適用

し、運動離れの構成因子を抽出した。その際、主因子

法の直交・バリマックス回転を用いて、各因子の固有

値が1.00を下回らないところでの因子数を抽出し、各

因子に対して0.4以上の負荷量を示した項目をもとに

因子の解釈を行った。 

．結果及び考察

． ．男女の意識の違い

分析の結果、男子と女子の間で有意な差が認められ

たのは表1に示した23項目であり、「暑さや寒さを感

じるから運動するのはイヤだ」以外は、いずれも男子

の方が高い値を示した。今回の調査では、男子は、服

の汚れ、汗、怪我、髪の乱れ、日焼け、自分の体型と

いった身体的なことや男子との差、男子の視線といっ

た異性関係のことが女子の運動・スポーツ離れに大き

く影響を与えると考えていることが示唆された。しか

し、これらの設問は、女子の方が平均値は有意に低い

ことから、男子が思っているほど女子は気にしていな

いことが推察される。一方で、平均値の順位で比較す

ると、男子は身体に関する要因が上位を占めているこ

とに対して、女子では、日焼けおよび汗といった生理

的変化に関する要因に加え、走ること、疲労、水泳お

よび器械運動といった運動内容に関する要因や、優劣、

勝敗・順位、運動能力の認知、評価、グループ化など

といった他者との関係に関する要因が上位を占めてい
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た。女子の特徴として、運動・スポーツ離れに対する

意識の背景には、運動ができる・できないといった運

動能力が関わっており、それらに加え、優劣がつくこ

とや評価されること、およびグループ化があるといっ

た周りからの印象や評価をうけることが大きく影響し

ていると考えられる。女子の運動指導や体育授業を行

っていく中で、運動能力のみで評価をしたりグループ

編成を行なったりするのではなく、運動ができない子

が苦痛に思うことがないように、人間関係や仲間関係

に考慮していく必要があると思われる。また、今回、

男女の意識差が多く見られた。教育現場での体育指導

や運動指導には男性教諭の割合も多いことから、女子

の思いを密に感じ取りながら、指導や授業を展開して

いく必要が示唆された。 

． ．加齢に伴う意識の変化

表2は年齢別平均値と学年との相関係数を示してい

る。運動・スポーツおよび体育

授業に対する嗜好の加齢に伴う

変化として、「体育授業が好きで

ある」、「運動することが得意で

ある」の設問で、非常に高い負

の関連が認められた。このこと

から、学年が上がるにつれて、

運動することおよび体育授業を

行うことに対して、嫌いになる

児童・生徒が増加していくこと

が示唆された。また、学年が上

がるにつれて、運動することが

得意であると感じている児童・

生徒は減少していくことも示唆

された。森（2003）は、子ども

が運動を好きになる運動経験と

して、幼児や児童前期の子ども

たちは運動活動自体を楽しんで

いるが、児童後期以降になると

運動のプロセスを楽しいと思う

ようになると指摘している。ま

た、子どもはできなかった運動

ができるようになることで有能

感や達成感を感じ、運動を楽し

い経験として捉えるが、できな

いままで終わってしまうと無力

感が残り、運動嫌いにさせると

述べている。さらに、体育が好

きと答えた児童ほど運動に対す

る有能感が高いと報告している。

また、岡沢（1996）は、運動有能感は加齢に伴って減

少傾向がみられることや、運動有能感の欠如が運動嫌

いを形成していると報告している。これらのことから、

児童前期にあたる小学校低学年は、体育授業および運

動自体を楽しいと感じることのできる体育授業や運動

指導を行うことが必要であり、中高学年から中学生に

かけては、運動をしていく中で、一人ひとりが有能感

や達成感を感じることのできる体育授業や運動指導を

行っていく必要があると推察される。 
運動・スポーツおよび体育授業に対する意識の加齢

に伴う変化として、「外よりも室内にいるほうが好きだ

から運動はしない」、「運動よりも自分が得意としてい

ることがあるから運動はしない」、「運動をする時間が

ない」、「運動することに興味がないから運動するのは

イヤだ」、「遊ぶのが馬鹿らしいと思うから運動はした

くない」、「スポーツ以外の習い事をしているから運動

表１　女子の運動が嫌いになるポイントに関する男女の意識差

設問 女子 男子
t検
定

順 効果量

平均

平均

平均

平均

平均

平均

平均

平均

平均

平均

平均

平均

平均

平均

平均

平均

平均

平均

平均

平均

平均

平均

平均

*:p<0.05, **:p<0.01 ，　　有意な男女差が認められた項目のみ記載

男＞女

男＞女

男＞女

男＞女

男＞女

男＞女

日焼けをするからイヤだ

自分のプレーが見られるからイヤだ

男＞女

男＞女

先生が嫌い

運動することに興味がない 男＞女

お母さんは運動しない

着替えがあるからイヤだ

運動が良いことだと思わないから運動しない

グループ化があるからイヤだ

男子の視線が気になるからイヤだ

病弱だから運動するのはイヤだ

男＞女

男＞女

仲間外れになるからイヤだ

男子との体力の差を感じるからイヤだ

恥ずかしいから運動するのはイヤだ

男＞女

男＞女

恐怖心があるからイヤだ

髪が乱れてしまうからイヤだ

男＞女

男＞女

頑張っている姿を見られるのがイヤだ

お父さんは運動をしない

男＞女

男＞女

汗をかくからイヤだ

怪我をするからイヤだ

男＞女

男＞女

自分の体型が気になるからイヤだ

外で遊ぶことは馬鹿らしいと思う

男＞女

男＞女

服が汚れてしまうからイヤだ

暑さや寒さを感じるから運動するのはイヤだ

男＞女

女＞男
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はしない」の設問で高い正の関連が認められた。これ

らのことから、加齢に伴って、運動するということに

対する価値観が減少していることが示唆された。 
「季節によって暑さや寒さを感じるから運動するの

がイヤだ」の設問で、非常に高い正の関連が認められ

た。このことから、加齢に伴って、気候や気温によっ

て運動に対する意欲が変化していることが示唆された。

また、「規律性を強要される（髪を縛る・服装を整える・

きびきび動く）からイヤだ」の設問で、非常に高い正

の関連が認められた。加齢に伴って、見た目や行動を

しっかりと整えることに対してイヤだという意識が強

まっていることが示唆された。兵頭・河野（1992）は、

「体育嫌い」を生起させる要因として、性差があると

報告しており、男子は厳しさと自由の拘束を嫌う傾向

にあると指摘している。今回の結果から、学年が上が

ると、女子も男子と同様に、規律性を強要され、自由

さがない体育授業に対して嫌悪感を抱いていると示唆

された。 
一方で、「恐怖心があるから運動するのがイヤだ」の

設問で、非常に高い正の関連が認められた。このこと

から、学年が上がるにつれて、運動がうまくできなか

ったときの恐怖感を抱きやすくなるとともに、友達の

前で運動を失敗した時の劣等感を感じる怖さを抱

きやすくなると推察される。また、「自分の運動能

力が仲間に知られるからイヤだ」、「評価をされる

のがイヤだ」、「優劣がつくからイヤだ」、「勝敗や

順位が生じるからイヤだ」の設問で、高い正の関

連が認められた。さらに、「友達との間でグループ

化があるからイヤだ」、「仲間に気をつかうからイ

ヤだ、「自分の体型が気になるからイヤだ」、「上手

くできないと仲間に怒られるからイヤだ」、「仲間

外れになるからイヤだ」、「運動ができないと仲間

から馬鹿にされるからイヤだ」の設問で、高い正

の関連が認められた。これらのことから、加齢に

伴って、評価をされることや優劣がつくこと、自

分の運動能力が周りに知れ渡ることを気にする傾

向になると示唆された。また、周りの友達の視線

や、友達からの印象を気にする傾向が高くなるこ

とも示唆された。そのため、学年が上がるにつれ

て周りの視線を気にするようになっていくのにも

関わらず、他人と運動能力を比較させられたり、

他人との優劣の差が知られたりする体育授業およ

び運動指導を行うことが、運動に対する嫌悪感を

より強めているのだと考えられる。これらに加え、

「走ることがイヤだ」、「球技がイヤだ」の設問で、

高い正の関連が認められた。「走ること」および「球

技」は、周りの人に自分の運動能力がはっきりと知ら

れる競技であり、仲間とグループを作って行う競技で

もあるため、嫌悪感をより抱いていると考えられる。

照屋ら（2010）は、子どもの体育嫌いを引き起こす主

な要因は、「集団行動の中における精神的苦痛」にある

と報告している。これらのことから、体育授業および

運動指導を行う中で、学年が上がるにつれて、規律性

の強要を少なくすることに加え、能力の差が目立たな

いようなグループ編成を考えること、および運動能力

だけを考慮してグループを作るのではなく、児童・生

徒同士の人間関係も考慮しながらグループ編成をする

ことなど、精神面での配慮が必要になっていくと推察

される。また、学年が上がるにつれて、周りの人の視

線を気にするというような精神的苦痛が出てくる背景

としては、運動能力、いわゆる技術的な要因が関係し

ていると考えられる。伊藤・波田野（1982）は、「体

育嫌い」の生起にかかわるものとして示唆された要因

は、体育授業の中で自分の持っている能力に対して強

い劣等感を感じていることと指摘している。杉原

（2003）は、子どもたちが運動を好きになったり、嫌

いになったりする要因に、運動ができる・できないと

いった「能力」が大きく関わると指摘している。また、

表２　学年別平均値と学年との相関係数

項目
相関係

数
判定

運動することが得意である

体育授業が好きである

規律性を強要されるからイヤだ

外よりも室内にいるほうが好きだから運動はしない

季節によって暑さや寒さを感じるから運動するのがイヤだ

月経（生理）があるから運動するのがイヤだ

自分の運動能力が仲間に知られるからイヤだ

恐怖心があるから運動するのがイヤだ

親子で運動をする機会がない

友達との間でグループ化があるからイヤだ

評価をされるのがイヤだ

走ることがイヤだ

仲間に気をつかうからイヤだ

運動よりも自分が得意としていることがあるから運動はしない

水泳がイヤだ

髪が乱れてしまうからイヤだ

疲れるからイヤだ

自分の体型が気になるからイヤだ

運動中に頑張っている姿を人に見られるのがイヤだ

運動をする時間がない

優劣がつくからイヤだ

球技がイヤだ

上手くできないと仲間に怒られるからイヤだ

勝敗や順位が生じるからイヤだ

運動することに興味がないから運動するのはイヤだ

遊ぶのが馬鹿らしいと思うから運動はしたくない

日焼けをするからイヤだ

近所に一緒に運動をする友達がいない

怪我をするからイヤだ

仲間外れになるからイヤだ

汗をかくからイヤだ

運動ができないと仲間から馬鹿にされるからイヤだ

服が汚れてしまうからイヤだ

兄弟・姉妹と運動する機会がない

スポーツ以外の習い事をしているから運動はしない

*:p<0.05, **:p<0.01，　　有意な相関を示した項目のみ記載
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増子ら（1996）は、小学校4年生以降で「有能感」が

低下する時期であると報告している。これらのことか

ら、加齢に伴って、体育授業および運動することに対

して嫌悪感を抱いている子にとって、できないのに周

りの子にプレーを見られることや、できないのにでき

る子と同じ状況で運動を行わなければいけないことが、

より嫌悪感を強めているのではないかと考えらえる。

したがって、能力の差がある集団を指導していく中で

も、運動ができない子が苦痛に思うことがないような

授業および指導を考えていく必要があると推察される。 
 
． ．運動・スポーツ離れを起因する構成因子の

年齢段階別変化と特徴

因子分析の結果（図1）、低学年期は9つの構成因子

が抽出された。0.4 以上の負荷量を示した項目をもと

に、第1因子から『第3者視線』『引っ込み思案』『集

団行動』『ファッション』『家庭環境』『低身体活動』『非

運動系指向』『見た目』および『水泳』因子と解釈した。 
中高学年期では、5つの構成因子が抽出され、『非運

動系指向・評価』『第3者視線・男子からの視線』『引

っ込み思案』『家庭環境』および『見た目・ファッショ

ン』因子と解釈した。 
中学生期では、6 つの構成因子が抽出され『集団心

理・評価』『ファッション・規律強要』『家庭環境』『非

運動系指向』『第 3 者視線・男子からの視線』および

『病弱』因子と解釈した。 
因子分析法から抽出された学年ごとの要因構成因子

を図1に示した。 
今回、『家庭環境』因子は、すべての学年から抽出さ

れた。このことから、どの年齢段階においても、家庭

や近所の環境の要因が、女子の運動・スポーツおよび

体育授業に対する意識や身体活動状況に影響を及ぼし

ていることが示唆された。また、『非運動系指向』因子

もすべての学年から抽出され、どの年齢段階において

も、少なからず、運動に対する興味・関心がない子が

存在し、運動に対する興味・関心が身体活動量の差を

見出す一つの要因であると推察される。 
全年齢段階において、『第 3 者視線』因子が抽出さ

れたが、中高学年期および中学生期になると、『男子か

らの視線』因子が加わって抽出された。このことから、

すべての学年において、周りからの視線や印象を気に

する傾向であるとともに、学年が上がるにつれて、異

性からの視線や印象を気にし始めることが示唆された。

小学校中学年以降になると、異性からの視線も含め、

第3者からの視線や印象が、運動および体育授業に対

する意識に影響を及ぼすと考えられる。また、中高学

年期以降になると、『評価』因子が抽出された。しかし、

小中学年期においては『非運動系指向』因子とともに

抽出されているが、中学生期では『集団心理』因子と

ともに抽出されている。このことから、中高学年期ま

では、ただ単に“運動ができない・運動をしない”から

評価をされたくないという思考であるのに対し、中学

生期になると、“仲間にプレーが見られる”、“自分の運

動能力がみんなに知られる”といった仲間からの評価

をされたくないという思考であると考えられる。同じ

「評価をされる」ということが、運動および体育授業

に対する意識に影響を及ぼしていても、学年が上がる

に伴って、その背景として、仲間からの印象を気にす

るといった精神面が関わってくることが推察される。 
また、中学生期になると、『ファッション・規律強要』

因子が抽出された。低学年期および中高学年期におい

ても、『ファッション』因子が抽出されたが、『見た目』

因子とともに抽出されている。このことから、どの学

年においても見た目やファッションが、運動・スポー

ツおよび体育授業に対する意識に影響を及ぼしている

ことが示唆されたが、中でも中学生期になると、ファ

ッションの規律強要が運動に対する嫌悪感に影響を及

ぼしていると考えられる。つまり、学年が上がるにつ

れて、規則に縛られるのがイヤだといった意識が出て

くると示唆された。 
一方で、低学年期のみ、『集団行動』因子が抽出され

た。文部科学省（2013）は、幼児期から児童期前半、

いわゆる小学校低学年までは、社会性が育まれている

途中であるため、自分中心の性格がまだ抜け出せない

時期であると報告している。このことから、小学校低

学年の時期は、仲間と活動することよりも、自分が思

った通りに活動することのほうが運動に対しての楽し

さを見出していると推察される。小学校低学年の間は、

純粋に、自分自身の運動に対する興味や嗜好が、運動

および体育授業に対する意識に影響を及ぼしていると

1・2年 第3者視線 引っ込み思案 集団行動 ファッション 家庭環境 低身体活動 非運動系指向 見た目 水泳

3～6年
非運動系指向

評価
第3者視線

男子からの視線
引っ込み思案 家庭環境

見た目
ファッション

中学生
集団心理

評価
ファッション

規律強要
家庭環境 非運動系指向

第3者視線
男子からの視線

病弱

図１　群別因子分析の結果，抽出・解釈された因子



2017年度 笹川スポーツ研究助成 229

子
ど
も
・
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
関
す
る
研
究

テ
ー
マ
3

一
般
研
究
奨
励
研
究

 

考えられる。しかし、加齢に伴って、社会性が育まれ

ることによって、仲間からの印象を気にするなどとい

った周りの影響や、授業の中における規律の強要が、

運動および体育授業に対する意識に影響を及ぼしてい

ると考えられる。 

．まとめ

本研究は、発育発達期の女子児童・生徒が運動遊び、

運動、体育、スポーツ場面においていかなる要因に深

く嫌悪感を示すのか、および、男女の考え方の違いを

明らかにすることを目的として調査を行った。分析の

結果、嫌悪感を抱く理由となる要因について男女で思

いの大きさに関して相違が多くあった。また、年齢段

階が上がるにつれて、運動・スポーツ離れの要因とな

る構成要素も変化し、低学年ほど、運動が得意か否か、

体育授業が好きか否かに起因しているが、加齢と共に

他人からの評価や集団心理などが強い要因になること

が示唆された。また、いずれの年齢段階にも共通して

家庭環境、仲間や異性からの視線、過度な動きの評価、

衣類の汚れや乱れに関する要因に対して嫌悪感を抱き、

運動・スポーツ離れに繋がる可能性が示唆された。 
最後に、女子大学生が小学校、中学校生活を振り返

り、運動・スポーツおよび体育に対する嫌悪ポイント

の上位20は以下のとおりであった。 

女子大学生が思う運動，スポーツ，
体育の嫌悪ポイントBest20

日焼けをするからイヤだ

疲れるからイヤだ

走ることがイヤだ

暑さや寒さを感じるから運動するのはイヤだ

優劣がつくからイヤだ

汗をかくからイヤだ

勝敗や順位が生じるからイヤだ

器械運動がイヤだ

水泳がイヤだ

室内にいるほうが好き

運動することに興味がない

評価をされるのがイヤだ

運動能力が知れ渡るからイヤだ

グループ化があるからイヤだ

自分のプレーが見られるからイヤだ

ダンスをするのがイヤだ

月経（生理）があるから運動するのはイヤだ

自分が得意としていることがある

髪が乱れてしまうからイヤだ

仲間に気をつかうからイヤだ  
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